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１．県内の生育状況 

最高分げつ期にあたる 7/6 の各地域振興局定点調査圃場におけるあきたこまちの生育は、全県平均で草

丈は 51.3cm（平年比 97％）、茎数は 564 本／㎡（同 112％）、葉数は 10.6 葉（平年差 0.4 葉）、葉緑

素計値 42.3（平年比 94％）となっており、平年より㎡当たり茎数は多く、葉緑素計値は低くなっていまし

た（表１）。各地域別でみると、6/25 調査で茎数の少なかった鹿角、平鹿地域も平年並み～やや多くなりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼穂形成期にあたる 7/15 の各地域振興局定点調査圃場におけるあきたこまちの生育は、全県平均で草丈

は 64.7cm（平年比 98％）、茎数は 554本／㎡（同比 110％）、葉数は11.9 葉（平年差＋0.6葉）、葉緑

素計値は 41.6（平年比 98％）となっており、㎡当たり茎数は多く、生育ステージが平年よりも進んでいま

す（表２）。 

 

 

 

 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年差 平年差 2026 前年比 平年比

(cm) （％） （％） （本） （％） （％） （％） （％）

46.8 80 92 598 129 99 10.5 0.0 0.3 43.2 95 95

51.6 87 96 612 125 113 10.7 0.3 0.3 40.5 96 92

51.8 90 97 551 124 112 10.9 0.8 0.7 41.9 97 94

56.3 91 102 567 125 119 10.9 0.3 0.5 39.9 93 90

49.2 83 101 638 136 135 10.2 0.2 0.5 42.9 106 100

50.1 82 96 562 125 113 10.5 0.4 0.5 42.2 95 94

49.3 82 96 502 118 107 10.4 0.3 0.4 43.9 97 96

51.7 84 98 570 122 116 10.5 0.4 0.3 45.1 101 99

51.3 86 97 564 124 112 10.6 0.4 0.4 42.3 96 94

目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限

県北 47 45 50 550 512 588 9.8 9.6 10.0 43 42 44

中央 49 46 51 527 478 576 9.8 9.5 10.0 45 44 46

県南 47 45 50 462 440 484 9.8 9.6 10.0 44 43 45
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幼穂形成期早まる、早めの診断と適切な肥培管理を！ 

圃場ごとに栄養診断を行い、穂肥の要否を確認！ 

令和８年産 秋 田 米 産 地 情 報【第４号：令和８年７月２１日】 
ＪＡ全農あきた米穀部 

表 1 7/6現在の地域別生育状況（各地域振興局調査） 
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６月後半から気温が平年より高い状態が続いており、さらに７月２～３半旬は日照時間も多かった（図１）

ことから稲の生育ステージが早まったと考えられます。そのため、幼穂形成期も早まったと推測されます。

向こう１か月の平均気温も高い予報である（図２）ことから、減数分裂期、出穂期が早まることが想定され

ます。 

 幼穂形成期における栄養診断は図 3 のとおりで、Ⅱ～Ⅳ型が多い一方、生育過剰な圃場も散見され、圃場

間差が大きい状況です。圃場ごとに栄養診断を実施し、適切な肥培管理を行いましょう。 

 なお、過剰な追肥や減数分裂期を過ぎてからの追肥は、玄米のたんぱく質含有率を高め、食味の低下につ

ながるため、時期を逸しないよう注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 秋田市の日平均気温の推移と日照時間 
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図 2 向こう１ヵ月の気温の各階級の確立（％） 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年差 平年差 2026 前年比 平年比

(cm) （％） （％） （本） （％） （％） （％） （％）

61.4 84 97 601 125 104 12.0 0.3 0.8 42.9 99 100

65.6 93 100 596 122 113 11.9 0.2 0.5 41.6 104 100

64.9 91 98 518 116 105 12.2 0.8 0.9 41.2 100 98

68.3 93 100 543 120 116 12.2 0.3 0.7 38.3 95 92

59.5 83 96 615 129 127 11.3 ー0.1 0.5 42.4 104 102

62.9 85 96 548 120 110 11.8 0.3 0.7 41.0 99 97

64.4 90 98 529 124 106 11.6 0.0 0.5 43.8 103 100

64.9 89 98 555 123 113 11.7 0.2 0.4 42.5 102 97

64.7 89 98 554 122 110 11.9 0.3 0.6 41.6 100 98

目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限

県北 60 57 62 552 519 586 10.8 10.6 11.0 40 39 42

中央 61 58 63 515 471 559 10.7 10.5 10.9 42 40 44

県南 62 60 64 463 443 484 10.9 10.7 11.0 42 41 43
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表 2 7/6現在の地域別生育状況（各地域振興局調査） 
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図 4 地域ごとの生育の推移（左上：草丈、右上：茎数、左下：葉数、右下：葉緑素計値） 
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図 3 幼穂形成期における栄養診断（左）と窒素追肥量（右） 
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２．出穂期予測 

 7/21 現在の中苗あきたこまちの出穂期予測※は表３のとおりとなっており、中央地区では平年より早く

なる見込みです。他の地区では平年より遅い見込みとなっていますが、前述したとおり、向こう１ヵ月の気

温は高い予報であることから、予測よりも早まることが想定されます。 

出穂期は稲が最も水を必要とする時期です。圃場をよく観察し、水が不足しないよう注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※https://rice-forecast.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/index.html にて予測 

 

３．今後の圃場管理 

（１）水管理 

ア． 減数分裂期 ⇒低温に最も弱い。日平均気温が 20℃以下で日照時間が短い日が続くと障害不稔が 

発生する恐れがある。低温時は水深 15cm の深水管理を行う。 

イ． 幼穂形成期～出穂 ⇒稲体の活力維持と、出穂後の登熟に影響を及ぼす根域が拡大する時期の 

ため、間断かん水や飽水管理で根の活力を維持する。 

ウ． 出穂期 ⇒稲が水を最も必要とする時期！出穂後 10 日間は湛水状態を保ち、水を切らさない。 

 

（２） 追肥 

穂肥の要否は幼穂形成期における栄養診断の結果に基づいて判断しますが、減数分裂期までに極端な葉

色の低下が見られた場合は、早めに追肥を行いましょう。 

また、前述したとおり、向こう１ヵ月の気温は高い見込みで、 

今年も登熟期間が高温にあたる可能性があります。高温登熟に 

よる白未熟粒の発生への対策として、栄養診断で追肥が不要と 

なった圃場でも、減数分裂期の葉色が表４の数値を下回る場合は、 

減数分裂期に窒素成分で１kg／10ａ以下の追肥を検討してください。 

 

 

 

 

 

 

 

出穂期 平年差※ 出穂期 平年差

県北 5/20 8/4 ＋５ 8/2 ＋３

中央 5/19 7/29 ー１ 7/28 ー２

県南 5/23 8/1 ＋２ 7/31 ＋１

7/21以降気温

「平年＋２℃」

※あきたこまちの出穂期の平年値を7/30とした場合の差

地域の田植盛期
7/21以降気温平年並

表 3 あきたこまち（中苗）の出穂期予測（秋田市） 

★止葉の葉鞘から穂の先端または 

一部分（芒は含まない）が現れる 

ことを出穂といい、圃場全体の 

40～50％が出穂した日を出穂期と 

いう。 

県北 中央 県南

38 36 37

葉緑素計値

表 4 あきたこまちの減数分裂期に 

おける葉緑素計値の理想値（下限） 

https://rice-forecast.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/index.html
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近年、登熟期間の異常高温による品質の低下、特に白未熟粒の発生が課題となっています。白未熟粒は

出穂後の時期と環境要因に大きく左右されます（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

籾のデンプンは、20～40％が出穂までに稲体が蓄えた糖に由来し、残りの 60～80％は出穂後に光合成

で作られた糖に由来します。そのため、登熟後半まで稲の活力を維持し、光合成能力を維持することが重要

になります。白未熟粒は出穂期 24 日までの高温で、充実度不足粒は登熟期間中の高温によって発生するこ

とから、かけ流しや飽水管理によって地温を下げることが大切です。 

飽水管理は湛水状態よりも地温が下がることがわかって 

います（図５）。飽水管理は足跡に水が残っている状態で 

入水を繰り返す水管理のことを言いますが、土壌表面が 

湿っている状態（スポンジが水を含んでいるような状態）で 

風が吹くと、気化熱（水分が蒸発する時に周りの熱を奪って 

蒸発すること）によって土壌表面の温度が下がるため、 

稲体の活力を維持することができます。 

 また、土中に酸素を供給することで、異常還元を防ぐことが 

でき、根に有害な硫化水素やメタンガスの発生を抑えることが 

できます。 

 用水の量が少なく済むため、用水不足の際も有効な手段です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
品質向上のためには飽水管理がオススメ！ 

乳白 心白 腹白 背白 基白

気象的要因 出穂後の高温 登熟期間の高温 出穂10日間の高温

栽培的要因
高温時のかん水不足

（水分ストレス）
登熟期の肥切れ

①登熟期の肥切れ

②早期落水

③刈り遅れ、過乾燥

技術対策 常時飽水管理
・穂肥

・かけ流し

①穂肥

②かけ流し（水量確保）

　常時飽水管理

③適期刈り取り、

　２段乾燥

出穂後16～24日頃の高温

登熟期後半の肥切れ

・穂肥

・かけ流し（水量確保）

・常時飽水管理

※１　クサビ米は秋田県立大学名誉教授　金田氏より提供、その他は農林水産省HP「玄米の検査規格－検査の用語解説」より引用

被害粒
黒点症状米

（クサビ米）

白未熟粒
充実度不足粒 胴割粒

籾数制御

→かけ流し（水量確保）

常時飽水管理

籾数過多

出穂後４～２０日頃の高温

表 5 高温登熟による被害粒の発生要因と技術対策 

図 5 水管理の違いによる地温の変化 

（H27年、新潟県農業総合研究所作物研究センター） 

飽水管理は日中の

地温が最も下がる 
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 毎日「暑い…」が口癖になってきたなべです。梅雨明けした地域では酷暑日を記録するなど、 

猛烈な暑さになってますね。暑いだけでなく、台風などの影響で線状降水帯ができ、豪雨にもなって

おり、何が何だかわからない気象です。 

 さて、今年の米作りも早いもので折り返し地点にやってきました。 

今年は茎数が目標値を超えてとれており、収量の心配はなさそうですが、 

向こう３ヵ月も暑い日が続きそうで、適切な水管理が重要になりそう 

ですね。また、今年はスーパーエルニーニョが発生しており、台風の 

勢力が強い状態で日本に上陸する可能性があるのだとか。台風というと 

秋田はあまり進路に入ることがありませんが、台風接近に伴うフェーン 

現象などの影響もあるため、直接的な被害を防ぐのはもちろん、間接的 

な被害も防がなければなりません。出穂してからもきめ細やかな管理が 

必要になりそうですので、農家の皆さんには、熱中症に気を付けながら 

農作業にあたってもらいたいと思います。          なべ 

全国農業協同組合連合会 秋田県本部 

〒010-8558 秋田市八橋南 2-10-16 

ＵＲＬ：https://www.zennoh.or.jp/ak/ 

ＪＡ全農あきた 米穀部 

〒011-0901 

秋田市寺内字神屋敷 295-53 

ＴＥＬ：018-845-8500 

ＦＡＸ：018-880-1572 

★次回の発行は 8/30頃 

資料の使用にあたっては、 

米穀部の許可を得て下さい 


